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【手続補正書】
【提出日】平成24年10月23日(2012.10.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　振幅情報と位相情報とからなる事前補正画像データを生成することを特徴とする補正画
像データ生成方法。
【請求項２】
　前記事前補正画像データを生成するために用いる補正関数は、光学系の補正関数である
ことを特徴とする請求項１に記載の補正画像データ生成方法。
【請求項３】
　前記補正関数はデフォーカスの伝達関数の逆数であることを特徴とする請求項１または
２に記載の補正画像データ生成方法。
【請求項４】
　前記補正関数はデフォーカスの伝達関数のウイナフィルタであることを特徴とする請求
項１または２に記載の補正画像データ生成方法。
【請求項５】
　前記光学系は眼光学系であることを特徴とする請求項１～４のいずれか一項に記載の補
正画像データ生成方法。
【請求項６】
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　請求項１～５のいずれか一項に記載の補正画像データ生成方法により、振幅情報と位相
情報とからなる事前補正画像データを生成する処理部と、
　生成された前記補正画像データの前記振幅情報と前記位相情報とを表示する表示部と、
を有することを特徴とする表示装置。
【請求項７】
　前記表示部は、液晶で構成された表示デバイスであることを特徴とする請求項６に記載
の表示装置。
【請求項８】
　前記表示デバイスが散乱板を介して照明されることを特徴とする請求項７に記載の表示
装置。
【請求項９】
　コヒーレンス照明領域が１ｍｍより大きいことを特徴とする請求項７または８に記載の
表示装置。
【請求項１０】
　前記表示デバイスの光源が固体光源であることを特徴とする請求項７～９のいずれか一
項に記載の表示装置。
【請求項１１】
　前記光源はＬＥＤであることを特徴とする請求項１０に記載の表示装置。
【請求項１２】
　前記光源はレーザであることを特徴とする請求項１０に記載の表示装置。
【請求項１３】
　スペックルを低減させるためのスペックル減少機構を有することを特徴とする請求項１
２に記載の表示装置。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明に係る表示装置は、上述のいずれか一つの補正画像データ生成方法により、振幅
情報と位相情報とからなる事前補正画像データを生成する処理部と、生成された補正画像
データの振幅情報と位相情報とを表示する表示部と、を有することを特徴としている。
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